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り、問題構造を捉えていくということである。    
菊池の場合は、その結果、全体を４で割ると
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÷５はすぐには出なかった。 
廣井（2003）は、「子どもは、計算結果を
図に当てはめることで、不整合となっている
考えに気付いた。そして、これらの気付きか
ら問題の構造を把握するきっかけを得た。」と
したが、この「図に当てはめる」ということ
が重要になってくるのだろう。つまり、式と
図という算数的な表現がそれぞれ単独で対象
にかかわるのではなく、それらを関連して対
象にかかわり合うことで意味の捉え直しや解
法の移行が行われていくということである。 
以上のことから、解決過程での意味の捉え
直しや解法を変える要因として、対象とかか
わり合う以前の経験や、図や式という算数的
な表現同士の関連が考えられる。これらのこ
とが、解決過程の追究に必要になってくる。 
 
６．おわりに 
本稿では、問題解決の過程で、子どもが算
数的な表現を用いて対象とかかわり合うこと
について整理した。そして、そう単純ではな
い解決過程に着目する研究の重要性を示した。 
今後も子どもの解決過程をよりていねいに
探っていこうと考えている。特に、授業中に
よく見られる意味の捉え直しや解法の移行な
どの思考の転機の場面である。そのために、
式や図などの算数的な表現に着目していきた
い。 
ところで、布川（2005）は、解決過程を「解
決者と問題場面との間の相互作用」としてい
る。解決者と問題場面が相互に作用し合って
いるという、そのかかわり合いの様相が解決
過程を探る側面になると考える。 
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